
支援プログラム

家族支援

☆日常生活において、本児の意思を尊重しながら
困ったときの相談の時間を設けて寄り添う。

☆子育ての困りごとをお聞きする時間を設け、解
消に向けて相談援助を行い、子どもの発達促進や
行動改善を行っていく。

移行支援

☆必要に応じて保育園・幼稚園などを訪問し、行

事等や普段と異なる活動の際の子どもとの関わり
について、具体的な関わり方の例をお伝えする。

☆就学に向けての流れを（小学校・支援学校・普
通級・支援級など）お伝えする。

地域支援
地域連携

☆園や事業所での様子・取り組んでいることなど
をお聞きし、今後共通の方向性を双方で確認する。

☆関係機関で役割分担を行うとともに、それぞれ

の機関で得られた情報を共有し日常的な生活や支
援に活用するための具体策を提案する。

職員の
質の向上

☆社内推奨資格を取得促進している。

☆研修制度の充実。

主な行事等
・保護者交流会・地域交流会・療育イベント（夏祭り・ハロウィン・クリスマス）
・卒園式

法人（事業所）理念 私たちは、意思が強く、愛が深く、自立心に富んだ人物を創造します。

支援方針

・私達は、一人一人の可能性に目を向け、個性に合わせた個別療育を行います

・私達は、保護者様支援を大切にします

・私達は、関わる人すべてに成功体験を提供し自己重要感を高める支援を行います

・私達は、スタッフの研修・教育を推進することで療育水準を向上し続けます



・職員からの指示を聞いてから課題に取り組む。
・物の機能や形・色・音が変化する様子の把握が出来るようになる。

・数量、形の大きさ、重さ、色の違いなどの習得を行う。
・ひらがな・数字の読み書きを楽しみながら習得する。
・空間、時間の概念の把握が出来るようになる。
・切り替えがスムーズに行えるようになる。

★ 5領域
★

支援プログラ
ム

いｋ

健康・生活 運動・感覚

認知・行動 言語・コミュニケーション 人間関係・社会性

● 排泄支援を個々の状況に合わせ
て対応する。

● 生活、活動など様々な場面で自
立心を育てる。

● 鉛筆や箸の持ち方が安定し、自
信を持って取り組むことができ
るようになる。

● スケジュールを理解して、見通
しをもって行動できるようにな
る。

● 自分で出来る身の周りのこと
（排泄・着脱等）を増やしてい
く。

● 困った時に、困り事を周りに発
信できるようになる。

● 全身を動かす課題から、体幹やバ
ランス感覚の向上を目指す。

● 運動課題を通して達成感や自己肯
定感を高める。

● 体幹を強化し、姿勢保持が出来る
ようにする。

● 平衡感覚、固有感覚、触覚３つの
感覚をバランスよく使い「感覚統
合」を目指す。

● 筋力、柔軟性、バランス感覚、持
久力、瞬発力など様々な身体能力
を高めていきながら、心身の発達
に取り組む。

● 指示を聞きながら課題に取り組
む。

● 物の機能や形・色・音が変化す
る様子の把握が出来るようにな
る。

● 数量、形の大きさ、重さ、色の
違いなどの習得を行う。

● ひらがな・数字の読み書きを楽
しみながら習得する。

● 空間、時間の概念の把握が出来
るようになる。

● 切り替えがスムーズに行えるよ
うになる。

● 指差し、身振り手振り、サイン、
イラスト、絵カード、記号などを
用いて意思の疎通・伝達が出来る
ようになる。

● 様々な活動の中で、会話（言葉以
外も）を楽しみながら語彙力を身
に着けていく。

● 自分の思いや感じたことを言葉に
し、言葉のやり取りを楽しむ。

● 他者の話を最後まで聞き、自分の
思いや意見を伝えることができる。

● 様々な経験を通して、言葉のキャ
ッチボールが出来るようになる。

● 約束やルール、順番を守る事を楽
しく身につける。

● 友達と一緒に活動を楽しみ、並行
遊びから協同遊びが出来るように
なる。

● 他児と関りを持ち遊びを共有する
場面が増える。

● お互いが心地よい距離感が保てる
ようにする。
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